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I. 組織型の内訳は上皮型 19例、二相型 7例、肉腫型 6例であった。 
II. 染色抗体別の PD-L1陽性率は SP142が 53.1%，SP 263が 28.1%, 28-8が 53.1%，22C3が
56.3%であった。SP263のみ他の染色抗体と比べ陽性率が低かった。 
III. 組織型別の PD-L1陽性率は以下の通りであった（SP142, SP263, 28-8, 22C3の順に示す）。 
上皮型：47.4%, 15.8%, 47.4%, 52.6% 
二相型：57.1%, 28.6%, 57.1%, 57.1% 
肉腫型：66.7%, 66.7%, 66.7%, 66.7% 







I. 悪性胸膜中皮腫の PD-L1陽性率や染色性について 























 悪性胸膜中皮腫に対し、我々の設定した cut-off 値を用いた場合、SP263 を除く 3 つの染色抗







し programmed death 1 (PD-1) / programmed death ligand 1 (PD-L1) 経路を標的とした免疫療法が新
たに適応となり、今後の治療効果に期待が高まっている。一方、免疫チェックポイント阻害剤
の効果予測因子である PD-L1 発現を調べる染色抗体は多数あり、使用する染色抗体間で PD-L1
陽性率に差が生じることが問題視されている。著者らは肺癌治療のコンパニオン診断薬である 4
種の染色抗体 (SP142, SP263, 28-8, 22C3) を用い、病理組織型の異なる悪性胸膜中皮腫の PD-L1
発現率や染色抗体間での陽性発現率の差について検討した。 
 対象は外科切除もしくは生検により組織が得られた悪性胸膜中皮腫 32 例とし、いずれも化学
療法や放射線治療を受けていないものに限定した。腫瘍細胞と免疫細胞について過去の研究報告
を参考に PD-L1 発現率を評価し、それぞれの染色抗体ごとに設定した cut-off 値を上回る場合、
PD-L1 陽性と判定した。 
 結果、染色抗体別の PD-L1 陽性率は SP142 が 53.1%、SP 263 が 28.1%、28-8 が 53.1%、22C3
が 56.3%であり、SP263 のみ他の染色抗体と比較し陽性率が低かった。腫瘍細胞と免疫細胞の
PD-L1 発現を比較すると、腫瘍細胞に比べて免疫細胞はその発現が非常に乏しく、悪性胸膜中皮
腫の PD-L1 発現には腫瘍細胞の評価が重要であると考えられた。組織型別では、肉腫型の PD-
L1 陽性率が高かったが、全ての染色抗体において、上皮型と非上皮型を比較した際、PD-L1 陽
性率に有意差を認めなかった。染色抗体間での PD-L1 発現判定の一致率は、SP142 と 22C3、28-
8 と 22C3 間で最も高く、84.4%であった。一方、SP263 はいずれの染色抗体とも一致率は低く、
71.9%～75.0%であった。全ての染色抗体において、PD-L1 陽性群と陰性群の間で予後に有意差
を認めなかった。他の染色抗体と比較し SP263 のみ PD-L1 陽性率が低く、かつ判定一致率も低
い理由として、設定した cut-off 値の影響を強く受けた可能性がある。 
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